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2Ca-7　　　　　　食後の満足感からみた学生と高齢者の食生活実態

　　　　　　　　福岡女子大　○肘井千賀　早渕仁美　、　産業医科大　池田正人

目的　女子大生と高齢女性の食生活アンケート調査結果を用いて、食後の満足感が食生活

とどのように関係しているか、世代別に比較検討した。

方法　女子大生1 9 2名と福岡県内に居住する6 5歳以上の高齢女性18 7 1名を対象に、

食生活アンケート調査を行った。家族構成･運動量･健康度･生活満足度･食事作り･食事の規

則正しさ･食事の意義･食事に関する悩み、及び調査前日の夕食の内容と料理を作った人･手

作り度･食事仲間･食事環境･食事時間･食事量･味･食後の満足度について調べた。食後の満

足感と他の種々の食生活の要因との関係をみるために、満足度(大変満足･ほぼ満足･やや

満足･大変不満･不明)を２分類にして、分割表・logistic回帰分析を行った。

結果　学生と高齢者の健康度には差がなかったが、家族と同居･生活満足度･食事作り･規則

正しい食事は高齢者の方が、運動量は学生が多かった。食事の意義として、学生は｢空腹を

満たす｣を、高齢者は｢健康体力の素｣を１番に上げ、食事に関する悩みは高齢者に多かっ

た。前日の夕食については、学生は他の家族が、高齢者は自分が作ったものが多く、手作

りや家族との食事は高齢者の方が多かった。食事環境は会話あり、食事時間は15～30分、

味は美味が最も多〈、両世代ともほぼ同率(59%･58%･77%〉であった。食後の満足度は学生の

86%、高齢者の96%が大変あるいはほぼ満足であった。食後の満足度と生活満足度とはよく

相関しており、両世代とも｢家族と同居｣で｢家族の手作り｣を｢家族と一緒｣に｢会話しながら

｣が最も満足度が高く、｢少量｣｢テレビを見ながらや無言｣｢短時間｣｢塩辛い味｣の食事では、

相対的に満足度は低くなった。しかし、高齢者は家族と一緒でも不満の割合は高く、食事

量は学生が｢満腹｣で、高齢者は｢適量｣で満足度が高い等、若干の世代差が認められた。

2Ca゛8　　　　食生活に対する主婦の生活関心別・就業タイムスタイル別・自己評価別

　　　　　　　意識と態度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田学園短大　　長谷川　禎子

里幽各家庭の食生活を主として担当している主婦の食関連事項の実態や関心から食へ

の意識や態度を知り、調査で得られた資料を分析して、今後の食の方向や今必要な食教

育は何かを把握したいと試みたものである。

直撫　1991年1月　本学食物栄養専攻の自宅通学生阪神間在住の340家庭の調理担当者に

予備調査により検討した計40の設問を学生に説明して回答を依頼し、一週間の留置法に

より回収した。不備なものを除いた300家庭の全データを記号化してしotusl-2-3に入力し
衣食住関心別・就業タイムスタイル別・食生活への自己評価別で集計・比較した。また

調査項目間で関連性があるものは、クロス集計を行いその有意性はｶｲﾆ乗検定をした。

徨是有意差が見られた項目は生活関心別でばわが家の食事は豊が”毎日の食事作

りの嗜好度””日常食の主菜の素材n ≫テイクアウト食品の利用度”だけで、仕事の有

無では食の簡便化と関連しで夕食の平均調理時間””手作りする行事食の種類””食

生活への自己評価”に見られ、自己評価別でばテレビ料理番組の活用度””献立で中

心に考える家族ﾀn包丁類の所有数””残菜の処理方法””手作りの行事食の範囲”

”食事作りに対する姿勢”であった。食問題で消費者運動したい事ば添加物と安全性

問題”関心事項ば健康指向”配慮事項ば栄養バランス実行項目ば減塩”志向は

”手作り派”がどのグループも1位で差がなかった。これらの結果はベテラン主婦は自

分の生活習慣を正しく見つめ直そうという意識が日常の消費行動の中で実践的に育ち、

正直に自己評価できる能力を備えており、正確で新しい情報の必要性が示唆された。
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